
（別添）  

イノベーション■出総合♯鴨   

平成18年6月14日  
総合科学技術会議  

イノベーションは経済成長や社会進歩の原動力である。今、日本経済は新たな飛躍  

の時を迎えているが、人口減少下での生産性向上の必要性や激化する国際競争に鑑み  

れば、日本独自のイノベーションの流れをより速く、より太くしていくことが今ほど  

求められる時はない。   

第3期科学技術基本計画（3月28日閣議決定）は、今後5年間の投資総額を約25  

兆円と掲げるとともに、「科学の発展と絶えざるイノベーションの創出」を大きな方向  

として明示しており、同計画に込められた国民の期待に応えていくため、官民両部門  

を僻撤し、司令塔の役割を担う総合科学技術会議としてのイノベーション創出の総合  

戦略を以下の通りとりまとめた。今後これに基づいた政策の推進を図るべきである。  

J． ′ノベータきン棚   
○イノベーションの源としての基礎研究の多様性と継続性の確保（科学研究費補  

助金を含む競争的資金の拡充と審査体制の強化等）   

○世界トップレベルの研究拠点の構築  

大学におけるシステム改革を進め、分野の特性を配慮し大学の自主的な取組  

を促しつつ、以下のようなイメージの下、革新的な拠点形成を図る。「21世紀  

COEプログラム」の後継施策等の関連施策の有効な組み合わせも含め実現。  
研究分野について焦点を絞った拠点構想（分野の例：素粒子物理学、材料  

科学、免疫学、数学など）  
例えば、教授10人、研究者50人程度以上の規模（常勤一専属、2割以上は  

外国人）  

ン 能力主義に基づく研究責任と報酬（業績評価反映の年俸制、競争的資金か   

らの研究促進のための人件真の支給など）  

ン 大学の研究科・専攻、附置研究所、大学共同利用機関等従来の枠組みにと   

らわれない組織  

民間からの寄付金を含む外部資金の積極的獲得  

研究や教育の従事時間が十分確保される時間管理体制（エフォート管理）  

英語での研究環境  

出産・育児における勤務環境の改善などによる女性研究者が活躍しやすい  

研究環境  

㍉
′
 
′
 
′
、
、
′
 
 

＞ 世界的な研究者の存在または魅力ある最先端研究チームと施設・設備の存   

在  

＞ 例えば、10～15年間程度の取組期間（5年毎に評価、入れ替えの可能性を担   

保する仕組み）  
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研究開発独立行政法人等についても、大学に準じて検討するとともに、大学  
との融合を考える。   

2． ′ノベータきン曹■妙多か■こ上〝写虎舶の推  
「り■蓼■〃抄棚と〟   

○基礎段階から産業と大学・研究開発独立行政法人（以下、独法）が腰を据えて  
連携する研究拠点形成（先端融合領域イノベーション創出拠点事業）の推進：  

科学に裏打ちされた新産業創造促進とイノベーション加速   

○異分野の産学官の関係者に開かれた出会いの「場」の早急な構築   

○産学官協働による大学院教育の国際水準への強化（カリキュラム作成、長期イ  
ンターンシップ等）   

○技術経営（MOT）教育や知的財産教育の強化   

○サービス分野のイノベーションを促進するための研究の推進と人材の育成   

○大学等の基本特許に支援を集中し、産業界での本格的活用を目指す戦略強化   
○国境を越えた産学官連携の強化   

○産学官の海外への情報発信機能の抜本的弓削ヒ   

○大学・独法の研究者が企業で一定期間活躍した後容易に復帰できる仕組みを整  

備し、企業のイノベーションを活性化   

○産学官連携の成功事例の紹介・普及   

〔2ノ〝′ノベータきン紺修   
○地域イノベーションの自立化を強力に推進。これまでの地域クラスター事業等  

の成果を検証しつつ、人、制度、業種間のネットワークを強化し、地域におい  
て研究開発の種を実へ育て上げる仕組みを強化。さらに、地域の知の拠点とし  
ての大学と地方公共団体や地方企業との連携を一層緊密化し、地域資源を最大  
限活用したイノベーションを促進。   

〔Jノ脚g¢I雌棚   
○優れた研究成果を選りすぐり、長期的視点で育て上げてイノベーションにつな  

げるため、日本学術振興会、科学技術振興機構、NEDO等の主要資金配分機  
関のPDCAを強化し、それらの間で役割分担を明確にしつつ連携を緊密化し、  
切れ目ない資金配分を行う仕組みの整備など知の協働推進の枠組みを構築。   

「■ノ卿（棚g■∂ノ仁フIlr朋   
○分野別推進戦略の下で集中投資を図る戦略重点科学技術は、大きな社会的・経  

済的価値実現を目指すものであり、イノベーションを起こすべき中核的な領域。  
戦略重点科学技術について、イノベーションの源から結実まで一貫した研究開  

発の推進や科学技術連携施策群等の各種政策連携を総合科学技術会議が総合調  

整機能を発揮し責任を持って実施。   

β．  ′ノベータタン替劇富蕾■脚  

／り肋槻腑せど棚   
○以下のシステム構築による公的調達の新技術利用の促進  
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（彰公的調達側による新技術利用製品のニーズ提示と提案公募  

②研究開発側からの試作品開発の提案  

③公的調達側の調達促進（技術内容を客観的に評価して、その技術内容を踏ま  

えて透明・公正に調達）   

OSB用制度の運用の強化（目標額の各省別設定と引き上げ、対象補助金の拡大と  

ともに、その成果の公的部門における活用促進）   

○競争入札の総合評価落札方式における新技術利用の重視   

○グリーン購入法に基づく調達における新技術利用製品の拡大   

○次世代ネットワーク技術やリサイクル技術等の戦略重点科学技術における国際  

標準化への官民の取り組み強化（人材の確保等）とそのフォローアップ   

（2ノペン≠ナ「肌■′ノベータきン朋膨   
○ベンチャー企業の経営力強化   

○ベンチャー企業への投資家からの資金供給の円滑化のため、先進国並を目指す  

諸制度の改革   

○ベンチャー企業へのベンチャーキャピタルからの投資環境の整備   

○ベンチャー企業の販路開拓への支援   

／βノ朋   
○官民の適切な役割分担の上で連携を強化し、研究開発投資効果を一層高めイノ  

ベーション創出を加速   

○官民両部門を通じた能力主義徹底や組織外の知的資産の積極的活用等の研究シ  

ステム改革運動の推進   

○独法等の最先端研究施設の共用による民間企業のイノベーションの加速   

○公的機関が民間に移行する際の研究開発部門の研究開発水準の確保   

イ． ′ノベータき棚仁好〝虎脚   
○成果の社会への還元を阻害する制度的要因の除去（特に、優れた外国人研究者  

の獲得競争に勝ち抜く入国管理制度の実現、治験制度の総合的推進、出産・育  

児における女性研究者の勤務環境の改善など）   

○イノベーションは社会制度の変革に誘引されて起こることも踏まえ、環境など  

の分野における人文■社会科学と自然科学の共働によるプロジェクト・人材育  

成を推進   

○公的部門、産業界、大学など各セクターがイノベーション創出に向け連携する  

幅広い運動の推進   

○イノベーション創出効果の測定・・評価方法の構築による、政策の一層の弓削ヒ・  

充実  

ぎ． ′／ベータきンg∬ラ人〟∬棚   
1項，2項等における人材育成と平行して、   

○世界トップレベルを目指す小中高の理数教育の強化   

○理数教科書の充実等、基盤となる知識教育の強化   

○大学院教育の抜本的強化  

10  
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○バイオテクノロジー等新技術に対する国民理解の向上  

○イノベーション創出を現場で支える技術者の育成・確保  

総合科学技術会議は本戦暗に掲げる施策についてフォローアップを行う。  

（以 上）   



平成19年度科学技術関係施策  
および重点事項について（案）  

平成18年7月27日   

厚生労働省  

第3期科学技術基本計画を踏まえた厚生労働省の取り組み  

㌔亀  モ 
≒【   

篭  国民を悩ます病の克服  

誰もが元気に暮らせる   

社会の実現  

国土と社会の安全確保   

暮らしの安全確保  

基
「
一
さ
持
論
を
雉
進
 
 

．
 
 

健康安心  

の推進  

（例）がん対策や  

生活習慣病対策など  

基壷計画が示す理念及逆  

政簑月提の実現に亘剋  

■目標設定  
・研究開発目標・成果目標を設定  

■重要な研究開発課題  
・今後5年間に取り組むべき重要な課題を抽出  

■戦略重点科学技術  
・今後5年間に集中投資すべき科学技術を選定  

など   

分野別推進戦略が示す重要な研究開発課題  

及び成果目標等に向けて、着実に研究開発  

を推進する。   

戦略重点科学技術や研究  

開発の推進方策が示す  

科学技術や体制について  

一層の充実を図る。  

社会・国民へ還元  

書
雪
董
≡
墓
室
ぎ
宗
 
 

■研究開発の推進方策  
・取組を円滑に進め「活きた戦略」を   
実現するための方策を明記  

感鮭技帽 合科学技術会話  

厚虻劣働省  
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「平成19年度の科学技術に関する予算等の資源配分  

の方針」を踏まえた厚生労働省の取組み  
‾■‾  ⊥  一＝丁一一  丁・T一丁－－－一    一「＋一¶     －－一＝＝一丁一一・r－、－  

平成19年廣の資源配分方針の  

≒
篭
至
芸
裏
芸
芸
圭
雲
賢
妻
董
 
 

－
丁
 
 

ノ
イ
 
 

戦略重点科学技術に該当する科学技術の推進  
・厚労省の各事業と戦略重点科学技術との関係を明確  

化し、資源の重点配分等を目指す  

・連携施策群を通じた各省連携の推進及び僻轍図作成  

への貢献  
第3期科学技術基本計画を本格実  

‾  
＿痙  

薪
ト
h
中
り
♯
牙
の
割
出
 
 

＜戦略重点科学技術の例＞  

（ライフサイエンス分野）  ・臨床研究・臨床への橋渡し研究   

・標的治療等の革新的がん医療技術   
・新興・再興感染症克服科学技術   
・国際競争力を向上させる安全な食料の生産・供給科学技術   
・世界最高水準のライフサイエンス基盤整備  

（環境分野）  

▲新規の物貨・技術に対する予見的リスク評価管理  

（ナノテク・材料分野）   

・超早期診断と低侵♯治療の実現と一体化を目指す先端的  
ナノバイオ・医療技術  

書l′財ズへ  〃ゾわ引／＋＋ Ⅶ・   斤′－㌃‾－ズ  へ¢現． l－   

平
成
1
9
年
度
予
算
の
 
 

イノベーション創出総合戦略に  

基づく施策推進  

優先すべき重点分野の   

「選択と集中」  
制度に関する検討  

治験を含む臨床研究の推進  

早期執行などの研究費制度改善への取組み 等  

分野別推進戦略に対するフォローアップ  
・分野別推進戦略に設定された研究開発目標や成果目  

標との関係につき、H19年度概算要求前評価で確認  
科学技術の実現  

厚生労働省の平成19年度の科学技術施策  

の重点化について  

連携施策群を  

通じた各省連携  

難病患者・障害者等の自立支援等  

生活の質を向上させる研究  

医薬品・医療機器等の安全性を  

確保するための研究   

テロリズムを含む健康危機管理  

への対応に関する研究  

トランスレーショナルリサーチや、  

治験など臨床研究の堆進  
＋＞  

→「戦略型研究」の推進  
【例】がん対策のための戦略研究  

糖尿病予防のための戦略研究  

科学技術の成果を国民へ  

還元するために  

イ′ペーションの  

促進  

として着実に推進  

ゼ圭・ 要一i－亘や辛㍉ま★三洋㌍ま千てIナ．＝7ニミ‘、～  
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厚生労働科学研究の成果目標等と  

分野別推進戦略について  

厚生労働科学研究では、   

4つの分野別推進戦略に  

対して研究開発目標、成  

果目標を登録  

-C 

「研究事業に関する評価（予  

算概算要求前の評価）」で  

は、それぞれの研究開発目  

標等に対する進捗を確認  

I 

厚生労働省の主要な成果目標等について  
分野別推進戦略における   

王事な研究開発深層の例   

がん、アレルギー・免疫疾患  
生活習慣病、骨関節疾患等の  
予防・診断・治療  

研究開発目標の例  成果目標の例  

健
康
安
心
の
推
進
 
 

がんの程患率・死亡  

率の減少  

うつ病対策等による  

自殺率の低減  

精神・神経疾患・感覚器障  

害を含む難病の原因解明と  

治療の確立   

と畜場に義一iる靂毒覇裔電撃琴  食品によ阜健康祷青書  
食品の安全確保と消費者の  

信頼確保に関する技術開発  健
康
安
全
の
確
保
 
 

用化する。  

染痘から国民を守るため  
≡の研究の推進  

感染症の予防・診断・治療  
■▼■′‾■り‾‾  

隻t艶病に関する知的基盤を  難病患者・障害者等の自立支援等  
生活の質を向上させる研究  

医薬品一医療機器等のリスク評価等  
の研究  

蔓重義義盛表  ファーマコゲノミクスに   
医凱こ看病な医薬品の承認  

ヽ
－
▲
1
．
■
－
．
－
1
．
■
．
t
■
，
 
▲
，
．
■
t
l
■
▲
－
 
－
 
 
1
－
・
t
、
■
・
．
・
・
 
 

先
端
医
療
の
実
現
 
 

臨床研究の体制整備  え、人材育成を行うことにより、治験を含む  
臨床研究基盤を整備する。  

国民ニーズに合っ  

た安全かつ効果的 至  

な革新的医療の  

臨床現場への速  
やかな提供  

ゲノム、RNA、タンパク質  日本人における主要疾患（高血圧・糖尿病・がん・喜怒  
知症等）関連タンバク贅を耶析・同定し、その結果を  
活用して、医薬品の研究開発に資する疾患関連タンパ  
ク質データベースを構築する。  

構造機能とそれらのネットワーク  
明にもとづく生命現象の統合的メ  

一－∴●‾L 
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厚生労働科学研究費補肋金の  

早期執行への取組み  

実施している取組み  早期執行を妨げる要因   

厚生労働科学研究費補肋金の  

早期執行の成果  

定通知済み件数の割合の比較  
‥          －■  ■－■‾■「■、l   

■－●●  

％
 
 

0
 
 
0
0
 
 

年度中間（  月
 
 

9
 
 交付決定通知済み  

件数に顕著な改善  

課題総数  

H14：1458課題  
H15：1454課題  
H16：1420課是喜  
H17：1410課題  

l  

さらなる改善に  

向けて今後とも   

努力を継続   

％
 
 

0
 
0
 
つ
エ
 
 

■
．
．
－
L
l
■
■
－
－
L
1
：
l
」
■
■
‥
．
．
－
■
▲
＼
 ＼  

0，0％  

6月  9月  12月  

※ 年度により集計方法が異なり、件数の割合は厳密なものではない。   



厚生労働科学研究費補肋金の  

繰越に  関する取扱い  

「厚生労働科学研究費補助金に係る歳出予算の繰越の取扱いについて」（厚  
生科学課長決定）に基づき、平成15年度の厚労科乱碧過勤余より、翌年度  
鮎ようlこ』≡立1るところ。  

平成15年度に3件、平成16～18年度は○件。  
4月1日  文部科学省通知発出  

4月19日 厚生科学書議会科学技術部会  
にて委員指摘。「必要な手当  
を検討中」と回答。  

4月27日 文部科学省研究助成課担当者  
訪問。経緯等を問い合わせ。  

5月19日 改正案を省内各事業所菅課に  
説明。  

6月14日 平成19年度資源配分方針で  
繰越明許の適切な活用が盛り  
込まれる。  

里宣「科学研究費補助金に係る歳出予算の  
繰越しの取扱いについて（通知）」を発出。  
繰越事由の整備を行う。（H18．4．1）  

平成19年度の蛋源配分方針において、繰越明許  

必直辺急造屈が盛り込まれる。（H18．6．14）  

現在、厚生労働省においても、繰越事由の整備の  
ために検討を進めているところ。  

厚生労働科学研究費補肋金の不適正経理及び   

研究上の不正等に対する取組みについて  
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不適正経理に関する対応状   

厚生矧動科学研究費補助金については、平成17年度より、不適正経理を行った研究者に対  
して、補助金の返還を求めるとともに、2～5年間の補助金の支給の制限を行っているところ  

「競争的研究資金制度の不合理な重複及び過度の集中の排除等に関する指針」（各省申し合わ  
せ）に基づき、平成18年度の「厚生労働科学研究費公募要項」（H17．10．31）又は「厚生労働  
科学研究費補助金取扱規程」（H18．3．31）において、   

・－ 1－、、Ii二至高白±：丁・ブ．－ニ心「ご＼占・．～一丁こト∴」1、硬土・！いヾナヰ j三］■．L」・：－ミ叶－j－．二11リ・ご・・＿．・l   

を定め、指針の趣旨を反映させた。  
（旦【他制度で不正経梓を行った研究蓋に剋⊥ノて厚労科石托要地艮互急こと   
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・総合科学技術会議本会議にて「研究上の不正に関する適切な対応について」検討。総合   

科学技術会議議長より厚生労働大臣宛に、これを踏まえた対応を期待する旨、意見具申   
がなされた。（H18．2．28）  

・皇豊麗∈「研究活動の不正行為に関する特別委員会」開催。（H18．3．17～  
6．13）研究活動における不正行為への対応について検討がなされ、パブリックコメント   

を実施。（H18．7．8～）  

・特別委員会において検討されたガイドライン等を踏まえ、厚生う引動科学研究費補助金及   
び各研究機関における、研究上の不正への対応のあり方を検討中。  
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